












1 はじめに 

巣状糸球体硬化症(以下 FGS)は,組織学的に規定された疾患単位で以下のような特性を有

する。 1)focal and segumental な分布を示す硬化性病変 ,2)髄質近傍皮質の

vulnerability,3)特徴的蛍光抗体所見にその特徴は要約される。このような組織病理学的

変化と臨床像との相関は種々検討されている。FGO,FSH に分けて検討した Habib らの報告

を始めとして,Gerald らの報告,その他種々のものがある。しかし,その多くはネフローゼ

症候群として発症したものが殆どである。今回,我々は chance proteinuria として発症し

たもので,sIowly progressive な経過をたどっている FSH5 例に対し,その臨床経過と腎生

検所見との比較対比を試みた。このような検討はいまだ報告が少なく,FSH の初期像をかん

がえる上で興味深いと思われる｡ 


